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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、青年期女性の食生活・栄養状態の詳細な実態把握と 

効果的な栄養教育プログラムの開発である。その結果、本研究対象者の青年期女性は、毎日
食事を記録することによる自己監視法の栄養教育方法は、行動変容に至らなかったが、青年
期女性の栄養教育には、野菜摂取量に重点を置いた指導方法がバランスの良い食事につなが
ることが示唆された。本研究は、青年期女性に対する栄養教育方法の構築に寄与する貴重な
研究成果のひとつとなった。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the dietary habit of adolescent  

women and detailed actual situation grasp of the nutritional status and development of an effective 

nutrition education program. As a result, adolescent women of this study did not go far enough to 

behavior modification in the nutrition education method of the self monitoring by the diet record 

perform every day. On the other hand, in the nutrition education of adolescent women, it was 

suggested that the education method that focuses on the vegetables intake was connected for the good 

diet of the balance. This study became one of the valuable results of research to contribute to the 

construction of the nutrition education method for adolescent women. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) 近年の青年期の体型 

近年、我が国の 20-29 歳の女性は、約 2

割がやせ (BMI<18.5) であるのが現状であ
る（表 1：平成 20 年国民健康・栄養調査）。
特に日本女性における 20 歳代のやせの増

加の現状は世界的にも稀であることが報
告されている。 

 

 

（平成 20 年国民健康・栄養調査結果） 
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表 1  20 歳代女性のやせの割合の推移 



 

 

(2) 青年期のやせと DoHaD 説 

青年期女性は、将来の母親となるための
重要な準備期であるが、特にやせの女性は、
出産時の胎児の体重低下へのリスクにつ
ながることが報告されている。また母親の
体型は、児の生活習慣病につながることが
成人病胎児期発症 (Developmental Origins 

of Health and Disease: DoHaD) 説として報
告されており、さらに David Barker らは、
低出生体重児ほど虚血性心疾患による死
亡が多いことを明らかにしている。DoHaD

説は、学術的理論として国際的に問題視さ
れている。妊娠前・妊娠中の女性の食生活
に大きく左右するといわれ、また妊娠前の
やせの背景も深く関与するとされている。 

わが国では、低出生体重児の出産が増え
ており、2003 年には出生児の 10 人に 1 人
が低出生体重児である（図 1）。この現状は、
メタボリックシンドローム  (Metabolic 

Syndrome: MS) の罹患者の増加に歯止め
がかからない我が国において深刻な社会
的問題でもある。 

さらにわが国では、MS の増加に伴い、
平成 20 年度 4 月より特定健診制度が施行
され、肥満をはじめとした MS の減尐・そ
れに伴う医療費の削減が期待されている
が、顕著な MS の減尐は認められていない。 

 

 
図 1 出生数および低出生体重児の 

出生割合の年次推移 

（厚生労働省 人口動態統計） 

 

(3) 青年期の体型意識と栄養教育の重要性 
青年期の者は、自分の体重や体型に関す

る意識を誤って認識しているケースがあ
り、特に女性は肥満体型でもないのに痩せ
る必要があると考えている者の割合が半
数以上であり、必要以上に痩せたいと考え
る「やせ願望者」が多いことが報告されて
いる。ダイエット願望の意識が強く、自己
の体型を誤って認識し、健康障害をきたす
ケースも増加してきている。 

このような背景により、青年期に対して、
痩身の原因追求と体型を正しく認識させ、
痩身願望の意識を是正させる栄養教育が
必要である。しかしながら個人ごとの食生
活状況、肥満や、やせなどの体型などに対
応した栄養教育とその効果について詳細

に検討した研究事例は乏しく、さらにバイ
オマーカーを用いたアセスメントを栄養
教育効果として分析した報告はない。 

そこで研究代表者は、前述した背景の打
開策として、青年期を対象に個人ごとの食
生活状況や体型、血液バイオマーカーを詳
細に分析し、対象者個人のアセスメント結
果・解析に基づき、個人に適応した長期的
な栄養教育を行い、食生活・栄養状態の指
標となるバイオマーカーの探索、さらに青
年期に対する個別栄養教育評価の裏付け
となる科学的マーカーとして、摂食関連ホ
ルモンとの関連性等を調べることを着想
した。 

 

２．研究の目的 

(1) 研究Ⅰ：対象者の実態把握のために、食
事調査、身体計測、摂食関連ホルモンを含
む血液生化学検査、生活習慣調査と、対象
者の食生活に対する意識の準備性につい
ての把握を行う。特に血液生化学検査や摂
食関連ホルモン等と食生活状態・栄養摂取
状況との関係を詳細に分析する。 

 

(2) 研究Ⅱ：研究Ⅰの結果を踏まえ、対象者
の準備性・アセスメント分析・評価に基づ
き、長期間にわたる管理栄養士による栄養
教育を実施する。その後、栄養教育評価・
分析を詳細に行い、対象者の行動変容等を
検証する。最終的に青年期の食生活と栄養
状態の評価、さらに青年期に対する効果的
な栄養教育方法を見出すことを最終ゴー
ルとするプログラムである。 

 

３．研究の方法 

(1) 研究Ⅰ：静岡県立大学研究倫理委員会の 

承認後、研究に際し、詳細な説明を行い、
同意が得られた青年期男女 159 名を調査対
象者とした。そのうちデータが揃わなかった者
等を除外し、女子学生 131名（年齢 19.7±1.1

歳）を最終解析対象者とした。 

栄養アセスメントとして、身体計測、血
液生化学検査、DHQ（自記式食事歴法質問
票）による食物摂取状況調査を実施後、野
菜摂取重量 25%ile 未満の者を「25%ile 未満
群」、野菜摂取重量 25%ile 以上の者を
「25%ile 以上群」の 2 群に分類し、各アセスメ
ント項目との関連を詳細に解析した。 

 

(2) 研究Ⅱ：栄養アセスメントと食物摂取状 

況調査との関連を詳細に解析後、栄養教育
に対する実施を希望した者の中で、さらに
研究同意が得られた青年期男女 27名（男性
4 名、女性 23 名、平均年齢 19.4±0.6 歳）を
研究対象者とし、そのうち途中離脱者等を除
外後、女子学生 18 名（年齢 19.4±0.6 歳）を

Fig. 5) 



 

 

最終解析対象者とした。 

栄養教育介入期間は 6 ヶ月間とし、対象者
を 2 ヶ月ごとの個別面談のみを実施する対照
群と、個別面談時に各自の食事に対する目
標を立て、食事記録によるセルフモニタリング
を 6 ヶ月間実施する介入群の 2 群に分けた。
両群ともに、栄養教育教材には食事バランス
ガイドを用いた。 

アセスメント｛身体計測、血液生化学検査、
尿中ミネラル排泄量、DHQL（自記式食事
歴法質問票）、および秤量法による食物摂
取状況調査、生活習慣・食生活に関するア
ンケート｝は、介入前・介入中・介入後・介入
終了 3 ヶ月後に実施した。 

統計解析は、SPSS 15.0J for Windows にて
行い、介入有無別比較、各アセスメント結
果の推移、介入有無別の介入前後比較を行
った。有意確率は、全て 5%未満とした。 

 

４．研究成果 
(1) 研究Ⅰ：体脂肪率において、25%ile未満群 

と比較し、25%ile 以上群が有意に高値を示し
た (p<0.05)。血清中 TG 濃度においては、
25%ile 未満群と比較し、25%ile 以上群が有
意に低値を示した (p<0.05)。 

食物摂取重量、エネルギー、各栄養素類、
食品群別摂取量等において、25%ile 未満群
に比較し、25%ile以上群が有意に高値を示し
た (p<0.05)。 

研究Ⅰの結果より、青年期女性は、野菜摂
取量が栄養状態の指標となることが確認され
た。 

(2) 研究Ⅱ：研究Ⅰの結果を受け、青年期女 

性は、野菜摂取量が栄養状態の指標になる
ことが確認されたため、栄養教育介入研究
においては、野菜摂取に重点を置いた長期
的な栄養教育を実施した。その結果、介入
群においては、介入前に比較し、介入後で
体脂肪率が有意に低下し、血清中 T-Chol

濃度においても有意に低下した (p<0.05)。   

さらに DHQL による野菜摂取量が、介入前
に比較し介入後で増加傾向、秤量法による
脂 質 摂 取 量 に お い て は 有 意 に 減 尐 

(p<0.05) する結果が得られた。 

研究Ⅱの研究結果より、青年期女性に対
する栄養教育を行う際は、野菜摂取量に重点
を置いた指導がバランスの良い食事につなが
ることが示唆された。しかし、保健信念モデル
の分析やセルエフィカシーに対する項目には、
変化は認められなかったことから、青年期女
性に対する野菜摂取量に重点を置いた栄養
教育方法は、食事記録によるセルフモニタリ
ングが最適な手法とは限らなかったことが推
察された。 

しかしながら、青年期女性に対する栄養教
育方法を検討している研究報告例は、国内
外ともに乏しく、本研究は貴重な研究成果の

ひとつであり、青年期女性に対する栄養教育
の構築に寄与するものである。 

また本研究と並行して、食習慣や食行動が
個人の味覚感覚にどのように関連しているか
について、女子学生を対象に、苦味受容体
TAS2R38 遺伝子多型に着目し、食事摂取内
容や身体状況との関連について、検討を行っ
た。その成果は、論文としてまとめ、掲載され
た  (Hiroko Inoue, et al. J. Nutr. Sci. 

Vitaminol., 59, 2013.)。 

さらに栄養教育実施前の対象者の特性に
ついて、体脂肪率に着眼し、詳細に解析した
ところ、重要な知見を得たため、論文作成し、
掲載された  (Hiroko Inoue and Toshiko 

Kuwano. J. Home Econ. J., 63, 421-430, 

2012 .)。 

本研究プログラムは、青年期女性に将来の
生活習慣病予防のための危機感を持たせる
ために、バランスのとれた食事の重要性を青
年期のうちに正しく認知させる栄養教育が必
須であることに警鐘を促すための科学的エビ
デンスとして、社会に啓蒙する重要な研究成
果であったと言える。 
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